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数も増加しており、このような社会情勢に的確に対応した看護職が求められている。
　このため、看護学部では、医療機関における高度・専門的医療を担う看護職を育成することは
もとより、在宅の高齢者等に対する看護、保健指導など地域の看護需要に対応できる看護職を育
成することとし、こうした社会の人材需要の充足と教育目的を達成するため、次の能力を備えた
人材を育成する。
①　対人関係形成能力
　 豊かな人間性と倫理的判断力を備え、安心感を与える的確な意思疎通により対人関係を形成
できる能力を養う。

②　権利擁護・安全なケア提供能力
　 さまざまな健康レベル、あらゆる発達段階、さまざまな場において、対象の権利を擁護し、
安全なケアを提供できる能力を養う。

③　的確な判断能力と問題解決能力に基づく看護実践技術力
　 緻密な観察と科学的知識に基づく的確な判断能力と問題解決能力を培い、これらを基盤とし
た看護実践技術力を養う。

④　医療従事者間における調整・指導のための基礎的能力
　 看護対象者の視点から保健・医療・福祉を追究し、各分野における看護の専門性と役割を認
識の上、医療従事者間の調整や指導的役割を担うための基礎的な能力を養う。

⑤　課題解決力を高めるための自己研鑽能力
　 主体的・創造的に課題探求に取り組み、解決する力を高めるために継続的に自己研鑽できる
能力を養う。

4　デザイン研究科の概要

　 1）特色
　デザインの役割が拡張し、従来のように造形や視覚表現にとどまらず、社会や地域、産業等の
複雑な問題をデザイン課題として受け止め、人間や環境に配慮したデザイン提案によりその解決
策を実現できる、高度なデザイン能力を有する人材が必要となっている中で、デザイン研究科で
は、よりよい地域社会の実現に貢献できる高度専門職業人及び研究者・教育者を育成するため、
以下の能力を修得することを特色とする。
　また、平成17年9月中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育
の構築に向けて－」の四つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高度な専門的知識・
能力を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者等の
養成」に比重を置いて教育・研究に取り組む。
【博士前期課程】
①　デザインに関連する複合的かつ複雑な課題・問題を解決する「課題解決能力」
②　デザインを通じて新たな価値を生み出す「創造力」
③　 課題・問題の発見、分析から具体的事業化までを一貫したデザインプロセスとしてまとめる
「企画調整能力」

④　一連のデザインプロセスを具体化する「実践能力」
【博士後期課程】
①　 自身の専攻分野の専門的知識・技能を中心としつつ、関連近隣分野の基礎的素養をも修得

し、幅広い見識から事象の本質を捉える「課題発見・分析・解決能力」
②　デザインの視点を通じて自主的・自立的に研究や調査、分析等を実践できる「研究遂行能力」
③　 国内外の専門家や研究者とのコミュニケーションを図りながら、広く社会全体を俯瞰し、
「リーダーシップ」を発揮できる確かな「調整力」及び「指導力」
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　 2）教育目的
【博士前期課程】
　デザイン研究科は、地域社会全体に内在する様々な課題に対してデザインによる解決策を教育
･研究することにより、高度で専門的なデザイン能力を持った職業人の育成を目指し、産業、芸
術・文化等の振興、地域再生・活性化などの貢献を果たすことを目的としている。
【博士後期課程】
　自立した研究者として独創的な視点から社会課題を発見するとともに、深く研究に取り組み、
デザイン分野における学術理論及び技能の高度化の追究を通じて、社会への貢献を果たすことを
目的としている。

　 3）育成する人材像
【博士前期課程】
①　 屋内外の様々な空間を対象とする空間デザイン分野において、人間の生活や自然環境に配慮

しつつ、建築デザインや環境デザインに関する高度なデザイン能力を有する人材。
②　 人間生活に欠かせない多様な製品並びにそれを支えるインタフェース（操作性）について、

人間中心の生活システムとしての製品やそのインタフェースをデザインできる高度なデザイ
ン能力を有する人材。

③　 人々の豊かなコミュニケーション活動を支えるコンテンツの制作と、多様なコンテンツのメ
ディア展開を企画・構築し、運営に至るプロセスをプロデュースできる高度なデザイン能力
を有する人材。

【博士後期課程】
①　 デザインを通じた組織構築や質改善のためのシステム開発を実践し、組織において指導的立

場となり得る人材。
②　自立して研究活動を行い、デザインの学問的体系を構築できる人材。

5　看護学研究科の概要

　 1）特色
　近年、看護分野は専門分化しており、これに対応する卓越した実践能力を有する看護職及び統
合的な調整能力を有する看護管理者の育成が急務となっている。
　また、これら卓越した臨床能力及び看護の専門性のさらなる向上には、看護の未来を見据えた
洞察力・創造力を有し、学問的理念を基盤として研究を推進する自立した教育者・研究者の果た
す役割が大きい。
　看護学研究科は、このような社会の要請に応える人材を育成し、札幌を発信源に、21世紀の看
護の一端を担い、これを保健・医療・福祉分野へ発信できる、看護のバランス感覚に優れた人材
の育成を目指している。
　なお、本研究科では、平成17年9月5日中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅
力ある大学院教育の構築に向けて－」の4つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高
度な専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力
を持つ研究者等の養成」に比重を置いて教育・研究に取り組むことを特色とし、以下の能力の修
得を目指している。
【博士前期課程】
①　正確性・緻密性及び独創性を有する高度な臨床看護実践能力
②　高度な倫理観に基づき、専門看護分野において分析・判断・行動・評価ができる能力
③　他職種と協働し、看護における将来展望に資する統合・調整ができる能力
④　積雪寒冷地における健康づくり支援に取り組む能力

Ⅰ 

概
要

Ⅱ 

教
育
活
動

Ⅲ 

研
究
活
動

Ⅳ 

社
会
活
動

Ⅴ 

キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動

Ⅵ 

入
学
者
選
抜
結
果

Ⅶ 

附
属
図
書
館
Ⅷ 

役
員
会
、経
営
審
議
会

　

 

及
び
教
育
研
究
審
議
会

Ⅸ 

学
内
運
営
の
概
要

Ⅹ 

資
料

Ⅺ 

教
員
業
績
一
覧


